
り円滑に行われ

　現状、老人クラブにおいては、会員数が減少傾向にあり、魅 るようサポートすると共に、会員増員の面から周知活動につい

力ある事業の展開や社会奉仕活動の充実を図る必要がある。 ても支援を行っていく。その他、県老連主催の研修等の情報提

　シルバー人材センターにおいては、会員数が増加傾向である 供を随時行っていく。

中、さらなる会員増員に向けた活動や、会員のスキルアップに 　シルバー人材センターについては、講習会や会員増員のため

向けた継続的な取組みが求められている。 の説明会のＰＲ等について、今後も支援していく。

　老人クラブは、介護予防事業への参画など活動内容の魅力の向上に努めてきたが、高齢者

のニーズの多様化や老人クラブ以外の集いの場の増加等により選択肢が広がったことで会員

Ｂ
数は減少傾向となっている。一方で、シルバー人材センターは、平成３０年度からフレイル

予防に取り組むなど、事業を拡大しながら会員を増やしている。

　老人クラブもシルバー人材センターも事業の進捗状況や成果から見て、人員・予算ともに

現状を維持していく。今後も地域包括ケアシステムの推進に向け、その一端を担えるような

→ 事業の展開が行えるように、会員数の増加に向けて働きかけを行う。

　老人クラブやシルバー人材センターは、地域包括ケアシステムの一端を担う高齢者の社会参加の場として、活動に工夫を凝らし人材の確

保に努めている。一方で、担い手が固定し高齢化している問題もある。元気な高齢者が自分の住む地域の中で、支え合いの必要性を理解し

、担い手として地域づくりに参加する環境整備が重要である。今後も元気な高齢者が地域包括ケアシステムの一端を担う必要性を啓発し、

高齢者のニーズに対応した社会参加の場や生きがいづくり、交流の場として連携を図るための事業の推進を支援していく。
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（評価者コメント）

02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち 福祉部・長寿介護課

04 高齢者福祉

21 高齢者の社会参加の促進

　高齢者が生涯健康で生きがいのある充実した生活を送ることができるよう、社会参加の場を確保し、高齢者の希望と能力

に応じた働き方ができる環境を整備するとともに、その活動を支援します。

シルバー人材センター支援事業

老人クラブ会員数 単位老人クラブからの報告人数
人 2,334 2,183 1,926 1,937 1,902 1,793 1,742

(年度末会員数 )
シルバー人材センター会員 年度末会員数

人 651 609 603 656 695 754 826
数 (年度末会員数 )

　老人クラブやシルバー人材センターは、元気な高齢者の社会 　地域包括ケアシステムの一端を担い、６か所の老人クラブが

参加の場であることから、支援の必要な高齢者を支える側に立 介護予防事業を実施しているが、コロナ禍により休止となった

ち、自らの介護予防の観点からも地域包括ケアシステムの一端 。今後は、再開に向け、継続的な支援に取り組んでいく。

を担うことを意識した事業の展開が求められている。 　また、老人クラブの事業が魅力ある活動とな
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03 高齢者敬老事業　（健康長寿課）
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